
第4回有田内山グランドデザイン検討委員会
佐賀大学理工学部建築環境デザインコース・宮原真美子

●商工会議所・佐賀銀行跡地活用提案
1.フィールド・サーベイ（『記憶の中のARITA PJ』）
2.プレ・デザイン（設計要件提案）
3.具体的なデザイン提案

佐賀大学・特定プロジェクト（地域デザイン特別演習 + 建築環境デザイン特別演習Ⅱ）



①. うちやま地区でのフィールド・サーベイ

専門家へのインタビュー
・NPO灯す屋 佐々木氏
・アルセット建築事務所 清水氏
・有田町文化財課 旗島氏
住民へのインタビュー
・35軒

■専門家へのインタビュー風景

■地元住民へのインタビュー風景

ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -



②. プレ・デザイン
ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -

建築的課題に対する企画力

実現すべき将来像が不確実な時代
に、何を建てるのか、どのように
整備・運営されるのかという設計
要件の整理にこそ、創造性が求め
られる



■都市・まちのアイデンティティ
• 我々がある社会空間において生起する＜出来事＞を、他の社会空間において生起するものと
異質なるものとして経験することによって立ち現れる（ミッシェル・ド・セルトー）

■都市・まちに対する眼差しの複数性
• 神の視点：都市を眺めるような視点, 都市計画的視座
• 路上の視点：人々の日常的実践によって浮かび上がってくる都市像 ,「いま・ここ」の経験
• メディアを媒介とした視点：メディアが伝達するイメージの集積, 「いつでも・どこでも」

■ ＜出来事＞の経験の仕方の変容
• 既存の資源を活用した新しい＜出来事＞の経験を生起させる建物の提案

＜演習をする上でのスタンス＞

ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -



②. プレ・デザイン（何を建てるのか、要件設定）
ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -



③. 具体的なデザイン提案（５グループ）｜泊まれる図書館、学べる観光拠点
ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -

分散ホテル×既存活用

アーティスト・イン・レジデンス×駐車場

情報×作品展示×散策

まちのコンシェルジェ× 拠点体験工房 ×情報



ARITA scenario 2040  - Milieu, Terroir, and Architecture -
③. 具体的なデザイン提案(ⅰ)：泊まれる図書館｜GRAFT on UCHIYAMA（既存の銀行活用×アルベルゴ・デフーゾ）


